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幼稚園における発達障害児向け歯
科受診準備支援動画の効果検証
内山由美子1）、星山　麻木2）、小林　千鶴3）

1）帝京大学���医療技術学部���スポーツ医療学科、
2）明星大学���教育学部 教育学科、3）柚木武蔵野幼稚園

【研究の目的】本研究は、歯科受診準備支援動画を視
聴することにより、一般の幼稚園に潜在する発達障害
傾向のある児の保護者の不安や困難感を軽減できるか
検証することを目的として行った。【方法】2024年 9
月に、東京都A市のX幼稚園の全学年の保護者を対象
とし、筆者の先行研究をもとに制作した動画 2種類の
うち 1つを選択して視聴し、Webアンケートへ回答
いただくことを依頼した。動画は 1）「歯科探検」の
ような物語形式のものと、2）「健診・フッ素塗布・健
診から治療まで」とコンテンツごとに分けたものから
保護者がどちらかを選択し、児と一緒に観てもらうこ
ととした。調査項目は、回答者と児の属性、特性の他、
動画視聴前後の困難と不安の度合いの変化についてた
ずねた。分析は、単純集計後、児の発達に対する不安
の有無による、動画視聴「前」の歯科受診困難感と不
安の有無の関係を、Fisherの直接確率検定で確認した。
動画視聴による困難感と不安の「変化」については、
＜回答者全体＞と＜発達に不安のある群＞それぞれ
に、対応サンプルによるWilcoxonの順位和検定を行っ
た。自由回答は質的データとしてそのまま引用した。
倫理的配慮については、帝京大学医学系研究倫理委員
会の承認を得て実施した。【結果・考察】動画とアンケー
ト用QRコードを190部配布し、58名から回答を得、全
数を分析対象とした（回収率30.5％）。歯科受診経験・
内容としては、予防歯科受診経験を有する割合が高く、
口腔リテラシーの高い集団であった。全体の約 2割が、
発達障害傾向のある児の保護者であった。児の発達に
ついての不安を、「不安なし群」、「不安あり群」の 2
つに分け、動画視聴「前」の歯科受診困難感と不安の
有無をFisherの直接確率検定で確認したところ、児の
発達の不安の有無は、受診困難感や不安に関連するこ
とが明らかになった。また全体の 4割以上に、動画視
聴後の困難感と不安の軽減が認められた。回答者全体
の、動画視聴「前後の」受診困難感・不安の程度の差
をWilcoxonの順位和検定により判定したところ、受
診困難感のみ有意差が確認された。「児の発達に不安
がある回答者」についても同様に、動画視聴「前後の」
受診困難感の程度のみに有意な差が確認され、動画視
聴による軽減効果があることが示された。
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